





他方で浅草は, 文献上の初出が 『吾妻鏡』 で,


















れにありながら, なぜ文化を革新, 創造, 発信し,
江戸・東京という都市や人々を活性化し続けてき
たのかを検討することを目的とする｡
第 1章では江戸, 第 2章では東京における浅草
の文化革新, 創造, 発信を振り返り, 第 3章では
まず浅草の境界的空間としての地理的条件を検討
する｡ ついで第 4章では鬼門という最前線として,
第 5章では死, 性, 犯罪, 廃棄物等の穢れの排除
先として, 第 6章では, 被差別民, 細民の排除先




を舞台に, カオスへと接近し, 活力, 生命力を回
復し, 文化の革新, 創造, 発信を可能にしてきた
のかを考察していくこととする｡

























まで, 破礼講釈, 狂講で評判となり, 宝暦年間
(175164) には歌舞伎の大立者二代目市川団十郎
と人気を二分, 平賀源内の 『風流志道軒伝』


















され, 芝居町も悪所とされてきたが, 1842 (天保
13) 年には団十郎が本物の武具を芝居に用いたの
は贅沢, 僭上のふるまいとの罪で, 江戸十里四方
追放を申し渡され, 同年さらに, 堺町, 葺屋町,
木挽町にあった芝居小屋を, 田圃の真ん中の浅草
聖天町 (現浅草 6丁目) に強制移転させ, 猿若町
と改称した｡ 守田座が都心に進出したのは明治維
新後の 1872 (明治 5) 年であり, それまで猿若町




























さらに, 遊女たちの髷, 衣装などが, 新しいファッ
ショントレンドとして広まったり, 男女間の出来





















1793 (寛政 5) 年頃には, ｢寛政三美人｣ が評


























第 2章 東京の文化革新, 創造, 発信の
街・浅草
Ⅰ. 盛り場













































真師となり, 1865 (慶応元) 年大坂に, 1868 (慶
応 4) 年には横浜に, 写真館を開業していたが,
明治維新後の文明開化の時代に入ると, 1869 (明
治 2) 年, 浅草大代地に写真館九一堂万寿を開業,
東都随一の写真師として名が知られた｡
1872 (明治 5) 年には, 束帯, 小直衣, 金巾姿
の明治天皇の写真を撮影し, 天皇の西国御巡幸に
も宮内省御用掛写真師第一号として随行している｡












たのは, 広島県の厳島, 鞆, 高知県の高知公園,
石川県の兼六園, 香川県の栗林公園, 大阪府の住
吉, 浜寺など, そして東京の増上寺, 寛永寺, 富
岡八幡宮, 飛鳥山と, 浅草公園である｡
上野公園が眺望の公園, 目の公園といわれたの
に対し, 浅草公園は, 口の公園, つまり飲食の公
園といわれたが (サイデンステッカー, 1986),




初の外国人向けのバーは, 1860 (万延元) 年,
オランダ人が横浜の外国人居留地に開業した横浜
ホテルのバーだが, 日本人向けは 1880 (明治 13)
年, 神谷傳兵衛が浅草区花川戸 4番地に創業した
｢みかはや銘酒店｣ である｡ その後 1912 (明治
45) 年に ｢神谷バー｣ と改名, 現在も電気ブラン
で知られる有名店である｡
高層建築, エレベーター





二階｣ と呼ばれ, 東京はもちろん, 遠くの山々ま
で一望できる名所であったが, 1923 (大正 12)
年 9月 1日の関東大震災で 8階以上が崩壊, 危険
なため軍が爆破解体, 跡地は映画館になった (江
戸東京たてもの園, 2002)｡





しかしながら浅草では, 震災後も, 浅草, 東京
の新しい象徴たらんと, 6階建て 40 mの雷門ビ
ルが建てられているし (松葉, 1988), 1932 (昭
和 7) 年には, 雷門 1丁目交差点に凌雲閣を模し
た森下仁丹の広告塔 ｢仁丹塔｣ も建てられた｡
1942 (昭和 17) 年に金属供出で解体されるも,
戦後 1949 (昭和 24) 年に再建, 1986 (昭和 61)
年老朽化で解体されるまで存続していた｡ さらに
























1903 (明治 36) 年, 吉沢商店が日本初の映画










りわけ特別なことと感じられ (貴田, 2003), こ
の電気館をさきがけに, 浅草六区には戦後の最盛
期, 映画館, 劇場が 30館も立ち並び, 活況を呈
していた｡ その後大映が倒産, 電気館は東映の封




(明治 27) 年, 上野の東京音楽学校奏楽堂である｡
オーストリア帝国大使館員たちが, グノーの ｢ファ
ウスト｣ 第一幕を上演した｡ 日本人による初演も
東京音楽学校奏楽堂で, 1903 (明治 36) 年, 音
楽学校と東京帝大の教員, 学生がグルックの ｢オ
ルフェオとエウリディーチェ｣ を上演している｡
一般向けの最初の公演は, 1911 (明治 44) 年,
日本初の本格的洋式劇場である帝国劇場 (有楽町)
での定期公演で, イタリア人ローシーを音楽監督




ベルには無かったため, 業績不振で, 1916 (大正
5) 年には廃止となった｡
ところが浅草では, 第一次世界大戦景気に沸く
1917 (大正 6) 年頃から, 欧米の高尚な芸術とさ
れたオペラを日本の大衆向けにアレンジした ｢浅
草オペラ｣ を創始, これがブームとなった｡ これ
は本来のオペラとは程遠く, 芸術扱いはされなかっ
たものの, ブームに乗ってにわか歌劇団が次々結












ストリップの初めは 1947 (昭和 22) 年, 公職
追放された秦豊吉がマルキ・ド・サドをもじった
丸木砂土という別名で新宿の帝都座五階劇場で企








リップショーとなると 1958 (昭和 23) 年, 正邦
乙彦がアメリカのストリップティーズからヒント
を得て発案した浅草, 常盤座の ｢ストリップショ
ウ｣ である (西条, 2012)｡
サンバカーニバル




を発案, 商店連合会を主体に 1981 (昭和 51) 年
に開催されたのが初めである｡

















(大正 14) 年東京特別都市計画として決定, 東京
地下鉄道会社によって着工された｡ こうして



































この赤瓦の仲見世は 1923 (大正 12) 年の関
東大震災で壊滅, 現在の鉄筋コンクリート造り,
桃山風朱塗りの商店街に生まれ変わり, 1945 (昭
和 20) 年の戦災で内部は焼失したものの, 復興,
現在 89店が営業している｡





は, 1853 (嘉永 6) 年に千駄木の植木商, 森田六
三郎が牡丹と菊細工を見せる施設を発案, ｢花屋
敷｣ として開園したもので, 日本の遊園地第 1号
とされる｡
その後, 昭和初めのライオンの赤ちゃん誕生,













1887 (明治 20) 年, 浅草公園六区 4号地 (現
ROX) に, 木骨石灰塗り込め作り, 高さ 32.4 m,
裾周り 270 mという巨大さで作られた｡ 螺旋状
の登山路もあって登頂でき, 25坪もある頂上は
展望台だった｡ しかし経営はうまくいかず, 大風
で壊れ, 結局 2年半で取り壊されて, 跡地にはパ
ノラマ館が作られた (手島, 1995)｡
展望塔

















艇｣ も設置され, 屋上両端を往復, 隅田川が見渡
せる名物となり, ローラースケート, ボウリング,
自転車競走, ボートレース競技, 競馬機, 半弓射























舟和である｡ 1903 (明治 36) 年, ｢みつ豆ホール｣
を開設し, それまではしん粉, 赤えんどう豆に糖
蜜をかけただけが当たり前だったみつ豆を, 洋銀






が, 詩集 『道程』 の中で ｢浅草の洋食屋は暴利を
むさぼってビフテキの皿に馬肉を盛る｡ 泡の浮い





























店舗が集まり, 現在 800 mに 170店が集まって
いる (かっぱ橋道具街, 2012)｡
都市の境界的空間と文化の革新, 創造 229




1989) が, 江戸時代以降も浅草は, 各地から多様
な人々を引き寄せてきた｡ そうした異質の人々が








私娼街などを歩き, 1937 (昭和 12) 年には 『
東綺譚』 を発表した｡ 浅草軽演劇, レビューを愛
し, 踊り子や劇場関係者とも親交を結んだが,








草を散策, 創作を続けた｡ 1949 (昭和 24) 年～
1950 (昭和 25) 年には浅草ロック座で 『渡り鳥
いつ帰る』, 『春情鳩の街』 などが上演され, 荷風
自身も舞台に立ち, 楽屋では踊り子たちと談笑す
る姿が新聞に載るなど話題を集めた｡
1959 (昭和 34) 年 3月 1日, 病に倒れたのも
浅草 ｢アリゾナ｣ での昼食中であり, 4月 30日
に自宅で孤独死しているのが発見された｡
川端康成
川端康成 (18991972) は大阪出身だが, 上京
後は浅草蔵前に住み, 新進作家時代には 1929







名を上げた作家は多く, 1937 (昭和 12) 年浅草
田島町に開業したお好み焼き屋 ｢染太郎｣ のごと
く, 多くの芸人, 文士達の出会う場となり, 愛さ
れてきた飲食店も数多い｡
古川緑波
古川緑波 (19031933) は, 徳川夢声らと浅草
で喜劇団 ｢笑いの王国｣ を結成, ロッパの愛称で
エノケン榎本健一と並ぶ人気者になった｡
榎本健一
榎本健一 (19041970) は 1922 (大正 11) 年,
浅草オペラの舞台に立ち, 1929 (昭和 4) 年には
喜劇に転じて人気を博し, ｢エノケン一座｣ を旗











コメディアンを経て 1973 (昭和 48) 年, 漫才コ




























浅草寺も, 漁師, 船乗りにとって, 海上からの
ランドマークだったが (上田, 1996), その後,
隅田川河口の海苔漁師は漁を禁じられたため品川,

























































た｡ いわば仮勧請であり, 本願の地は, あくまで
も山岳にあるというわけである｡
それゆえ浅草寺も, 寺域は金龍山, その山際は




























た (岡野, 1999)｡ 中でも石浜は, 中世には海に
近く, 西国からの遠距離海船が発着する湊であり
(竹内, 2000), 同時に, 利根川, 常陸川水系で銚







今戸には問 (問屋) がいて, 称名寺の寺領から納















浅草, 吉原, 泪橋, そして小塚原の処刑場, 火葬
寺を通過する｡ 日光街道, 現在の国道 4号線は,






新橋横浜間鉄道開業と同じ 1872 (明治 5) 年に,
紀州出身の由利成正が雷門, 新橋間で乗合馬車の
営業を始めたが, 1882 (明治 15) 年には, 東京
馬車鉄道株式会社により, 新橋, 日本橋, 上野,
浅草, 浅草橋を結ぶ軌道上を走行する鉄道馬車と
なっている｡
同社は 1900 (明治 33) 年, 電車への動力変更
の特許を得て, 東京電車鉄道株式会社と改称,
1903 (明治 36) 年に電車転換を開始し, 1904
(明治 37) 年, 雷門―駒形二丁目―橋―蔵前―
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浅草橋駅前―浅草橋, 上野駅前―雷門が開業して





1927 (昭和 2) 年に上野―浅草間 2.2 kmで開業,
東洋初の地下鉄である｡
東武鉄道
1897 (明治 30) 年創立, 1899 (明治 32) 年,
北千住, 久喜間開業に始まり, 1902 (明治 35)
年に吾妻橋駅 (現東京スカイツリー駅) に延伸,
1910 (明治 43) 年吾妻橋駅を浅草駅と改称して
いる｡ 隅田川を越えるには多額の経費がかかるた



























































































院) を模して 1642 (寛永 19) 年に建てられた,
南北 66間, 東西 4間, 四面回り縁の堂で, 本尊
は千手観音である｡ 1698 (元禄 11) 年に勅額火
事で類焼した後御用地となり, 翌年永代浦築地へ
代替地 (現江東区富岡 2丁目) を拝領し, 1701



























































葬寺, 深川霊厳寺, 砂村新田極楽寺, 芝増上寺今
里村下屋敷, 代々木村狼谷, 上落合村法界寺, 桐
ケ谷村霊厳寺の 7カ所と, 幾つかの寺院内となっ

























江戸の仕置場は初め本町 4丁目 (現中央区) 付
近にあり, 後に 2箇所に別れ, 一方の移転先が浅
草である｡ 浅草刑場は 『御府内備考』 によると
｢浅草今戸橋手前東側｣ ｢新鳥越町一丁目西方寺向











鳥越刑場はその後 1651 (慶安 4) 年, 小塚原
































た現在の浅草田原町 1丁目, 現雷門一丁目 (田原




て, 三丁に区分し, もと田畑なりしに因り, 今の
町名を附したりといへり｣ と書かれている｡
起源は, 慶長期 (1600年頃) に浅草寺が紙
を与えて, この地区の農民に副業として寺用の漉
き返し紙を漉かせたのが始まりとか, 元禄時代










のやうで, 穴も多いが, タバコの巻紙, 広
告チラシなど小さな紙片が混ざり, 印刷されてい





















やむなく 1921 (大正 10) 年にし尿投棄所を設
けたが, その場所は浅草区内南元町, 栄久町, 松




た｡ 東武鉄道の場合は, 1935 (昭和 10) 年に隅
田川の堤防そばまで 0.6 kmの千住貨物線が開通











たな文化の中でも, 汚水, ごみ, 騒音といった新
たな穢れを伴う施設を引き受けさせられたのであ









1742 (寛保 2) 年非人頭が弾の支配に組み込ま
れたため, 元々非人頭の管轄だった溜 (囚人病院)
の管理責任者ともなり, 1800 (寛政 12) 年には,





















火罪, 斬首の上獄門, 磔, 鋸引きのうえ磔の刑が
行われた｡ 実際の処刑は, 同心が行う斬首は牢屋













は ｢溜｣ (非人溜) があった｡ 非人溜は 1687 (貞
享 4) 年, 町奉行所と火付盗賊改方から病囚を預
かったことに始まり, 浅草溜は, 車善七が管理,











江戸拡大と, 窮民増加で, 品川松右衛門, 本所,
深川の深川善三郎, 代々木久兵衛も非人となり,













1868 (慶応 4) 年, 弾左衛門は幕府によって平
人に身分が引き上げられ, 正式に与力格になった










1900 (明治 33) 年の職業調査によれば, 貧し
い下層である人力車曳きが職業別で最も多い区は
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本所, 下谷, 深川, 神田, そして浅草区で, これ
は職人の分布ともかなり一致していた (江波戸,
1997)｡
1925 (大正 14) 年の乳児死亡率でも, 東京市
平均 130.0, 富裕層の多い麹町区は 92.0, 赤坂区
100.0に対し, 深川区 163.3, 本所区 156.8, そして





1876 (明治 9) 年, お雇い外国人医師として来
日し, 東京医学校 (現東大医学部) 教師となり,
1905 (明治 38) 年まで日本に住んだドイツ人エ


















寄せ場となり, 1961 (昭和 36) 年には簡易旅館
が約 300軒, 労働者約 2万人が暮らす街となった｡
山谷玉姫町は東京の三大貧民窟といわれ, 暴動,
争議なども絶えなかったが, その後地元の要望が
あり, 1966 (昭和 41) 年に山谷町が清川と改名
され, 山谷の町名は消滅している｡
山谷ドヤ街は, 高度成長期, バブル期など, 好
況期には労働力として重宝されるが, 不況期には
真っ先に切り捨てられる景気の調整弁として利用
されてきた｡ 現在も 166施設に 5,000人ほどが暮
らすが, 仕事も無く, 高齢化も進み, 7割が 60
































































身投げ, 心中が絶えなかった (秋山, 1999)｡ 夢
野久作も, 幅ひろく, 寂しく, 淀みなく流れる水
を見ると, 吸い込まれるような気持ちになる者が
多いと書いており (夢野, 1979)｡ 落語でも身投
げというと浅草と川向こうの本所を結ぶ吾妻橋で,
吾妻橋は身投げに似合っているなどといわれた





























｢かっぱ寺｣ と呼ばれる｡ この寺には, 1814 (文






























吉原は, 太田南畝の 『北里花樹歌』, 市川寛斎
の 『北里歌』 などに記されている通り, 江戸から
は北に隔たった ｢北里｣, さらには, ｢北州｣, ｢ア
























りはなく, きわめて暗かった｡ ところが ｢闇の夜





























人は動植物, 気候, 天候など, 自然の環境の中
で生きていかなければならない｡ しかし自然のま
まの環境は, 人にとってはあまりに荒々しく, 生













測し, コントロールできる, 説明, 理解すること
が可能なものに作り変えてきた｡ こうした都市空







らが, また社会が, 生きることを阻害され, 都市


















自らを, そして他の人々, 社会, 都市空間を, 安

















市は, ｢穢｣ も ｢悪｣ もなくきれいで安全だが,
反面, 異質性, 予期せざる変化, 出会いを奪い,
逸脱者の存在を許さぬなど, 画一的で, 面白さ,
魅力に欠けた都市となってしまう｡ そこに生活す
































め, 自然に近接し, 街道, 舟運, 鉄道と, 江戸・
東京の出入り口, 交通の結節点として, 絶え間な
く異質の, 多様な人, 物, 情報が流入し続けてき
た｡




自然, 異質の人々, 物, 情報と出会い, 当たり前
で満たされた日常性を破る異化効果によって, 柔












浅草には, 吉原遊郭, 芝居町という悪所, 遊女,























た｡ これは, ｢悪｣ が, 既成秩序を破壊, 混乱さ
せ, カオスへと引き戻す猛々しい力を内在し, そ
の力は, 日常性を脱却, 破壊して, 革新し, 新し
い文化を創造するエネルギーをも秘めているゆえ




り, 活性化と, 文化の革新, 創造へとつながって
いったのである｡





浅草はまた, 犯罪者, 死体, 廃棄物, 排泄物と
いった, 動物としての人が生活していくと都市空
間で必ず発生してしまう ｢穢｣ を排除し, それら
を扱い差別の対象とされた人々をも中心から隔て
る境界的空間ともされた｡








れることは, 当たり前の世界を脱し, 柔軟で, 革


















が, こうした恐るべき他界, 異界, 超自然の力,
カオスの力に触れることを可能にする空間であり,




いつの時代も, 文化の革新, 創造は, 中心では














浅草という街は, 中心からはずれ, ｢悪｣, ｢穢｣,
被差別者が隔てられ, 自然, 異界, 他界に近接し
た, まさに境界的空間, カオスに一番近い街であ
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